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⼈材採⽤・⼊社後活躍のエン・ジャパン株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：鈴⽊孝⼆）が運
営するミドル世代のための転職サイト『ミドルの転職』（ https://mid-tenshoku.com/ ）上で、サイトを
利⽤している35歳以上のユーザーを対象に「リカレント教育（学び直し）」についてアンケートを⾏ない、
1,341名から回答を得ました。

―『ミドルの転職』ユーザーアンケート集計結果―

■ 調査結果 詳細

調査結果 概要

★
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年収1000万円以上の6割が「リカレント教育を⾏なっている」と回答。

ミドルに聞く「リカレント教育（学び直し）」実態調査
年収1000万円以上の6割が「リカレント教育を⾏なっている」と回答。
リカレント教育による変化、第1位は「在籍企業での業務の質向上」。

■ N o . 2 9 7 1
■ 2 0 1 9 年 6 月 1 2 日 発 表
■ エ ン ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社

★ リカレント教育経験者の取り組み、学習内容は「専門的な資格」、教育機関は「⺠間サービス」、
費用は「月1〜5万円未満」がそれぞれ最多。
リカレント教育による変化、第1位は「在籍企業での業務の質向上」。

★ リカレント教育を⾏なっていない理由、
「学費や受講料の負担」「通常業務で⼗分な時間がとれない」。

【図1】これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことはありますか？

1：年収1000万円以上の6割が「リカレント教育を⾏なっている」と回答。（図1）

★ 9割のミドルが「今後、リカレント教育をしたい（続けたい）」と回答。

ミドルに「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことはありますか？」と伺ったところ、47％が
「ある」と回答しました。年収別に⾒ると、年収1000万円以上は56％が「ある」と回答しており、年収
1000万円未満よりもリカレント教育に取り組む方が多いことが分かります。

※リカレント教育とは…
安倍政権が掲げる「⼈づくり⾰命」の柱の⼀つ。教育機関を卒業した社会⼈が⽣涯に亘り、学び直しを⾏なう教育システム。
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2：リカレント教育経験者の取り組み、学習内容は「専門的な資格」、教育機関は「⺠間サービス」、
費用は「月1〜5万円未満」がそれぞれ最多。
リカレント教育による変化、第1位は「在籍企業での業務の質向上」。（図2〜図5）

「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがある」と回答した方に、具体的な内容を伺いました。
学んだ内容のトップ3は「専門的な資格の取得」（47％）、「経営・ビジネスに必要な知識や能⼒」（44％）、
「英語などの語学⼒」（42％）でした。年収別に⾒ると、年収1000万円以上は「経営・ビジネスに必要な知
識や能⼒」（年収1000万円以上：60％、年収1000万円未満：40％）、「英語などの語学⼒」（同：57％、
38％）、「マネジメント」（同：32％、19％）が目⽴ちました。

次にリカレント教育を受けた機関について伺うと、最も多かったのは「⺠間サービス」（65％）でした。リカ
レント教育にかけた費⽤（月間）は「1〜5万円未満」（34％）が最多となり、「20万円以上」（23％）も2
割以上でした。年収1000万円未満に⽐べ、年収1000万円以上は「20万円以上」（年収1000万円以上：30％、
年収1000万円未満：22％）と回答した方が8ポイント上回りました。

リカレント教育による変化を伺うと「在籍企業での業務の質を⾼めることに役⽴った」（54％）が最多。本業
に役⽴つリカレント教育を⾏なっている方が多いことが分かります。

【図2】「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがある」と回答した⽅に伺います。
具体的にどのようなことを学ばれましたか？（複数回答可）
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【図3】「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがある」と回答した⽅に伺います。
リカレント教育を受けた機関を教えてください。（複数回答可）
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【図4】「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがある」と回答した⽅に伺います。
リカレント教育にかかった費用（月間）を教えてください。

※小数点以下を四捨五⼊しているため、必ずしも合計が100にならない。
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【図5】「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがある」と回答した⽅に伺います。
学び直しを⾏ったことでどのような変化がありましたか？（複数回答可）
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3：リカレント教育を⾏なっていない理由、
「学費や受講料の負担」「通常業務で⼗分な時間がとれない」。（図6）

「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがない」と回答した方に理由を伺うと、トップ2は
「学費や受講料の負担が大きい」（59％）、「勤務時間が⻑くて⼗分な時間がない」（53％）でした。

【図6】「これまでリカレント教育（学び直し）を⾏なったことがない」と回答した⽅に伺います。
学び直しを⾏わない理由を教えてください。（複数回答可）
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4：9割のミドルが「今後、リカレント教育をしたい（続けたい）」と回答。（図7）

「今後、リカレント教育をしたい（続けたい）と思いますか？」と伺うと、90％が「したい」と回答しました。
リカレント教育で実現したいことについて、具体的なコメントも紹介します。

【図7】今後、リカレント教育をしたい（続けたい）と思いますか？
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リカレント教育で実現したいことを教えてください。

・これまでになかった職業の選択肢の幅を広げること。また新しい価値観を発⾒したい。
（35歳男性／年収1000万円未満）

・学び直しをすることで自分の仕事をより納得できるもの、質の⾼いものにできればと思います。
（36歳⼥性／年収1000万円未満）

・将来的に起業をしたい。（39歳男性／年収1000万円未満）

・定年退職後の収⼊に不安があるため、資格や経験をもとに年⾦以外の収⼊を得たい。
（40歳男性／年収1000万円未満）

・会社組織に縛られない、自律的なキャリア及び⼈⽣を歩みたい。（42歳男性／年収1000万円以上）

・普段の仕事で、もっと経営層に舵を切っていきたい。（44歳男性／年収1000万円以上）

・これまで培った「経験」に、リカレント教育によって得た「新たな知⾒」を掛け合わせることで、
独自のキャリアコンセプトを形成したい。（45歳男性／年収1000万円未満）

・退職後も社会との接点を持ち、収⼊を得ていくための⼒を⾝につけたい。
（52歳⼥性／年収1000万円以上）

https://corp.en-japan.com/

〒163-1335 新宿区⻄新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL：03-3342-6590 FAX：03-3342-4683 MAIL：en-press@en-japan.com

広報担当：⼤原、松⽥、清⽔、⻄春本ニュースリリースに関する問合せ先

【調査概要】
■調査方法：インターネットによるアンケート
■調査対象：『ミドルの転職』（ https://mid-tenshoku.com/ ）を利⽤する35歳以上のユーザー
■有効回答数：1,341名
■調査期間：2019年4月26日 〜 5月30日


